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金山町総合計画

概要版

令和8年3月策定

基本計画（後期）



町の将来像、まちづくりの目標、施策の指針

基本構想の指針に基づいた、分野ごとの現状と課題、

施策の方向性、重点事業等。前期と後期それぞれ5年

としています。

基本計画を具体的に実現していくための施策、実施時

期、財源の裏付け等。計画期間を3年とし、毎年ロー

リングにより見直しを行います。

基本構想

基本計画

実施計画

計画の構成＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

自然と恵みと　笑顔あふれる　かねやま

～思いやり　支えあいのまち～

まちづくりのキャッチフレーズ
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基本構想（令和3～12年度）

はじめに
 

総合計画とは

総合計画は、町の将来像とまちづくりの目標を示し、その実現に向けて取り組む施策の方向性を定めた、

町政運営の最上位計画です。本冊子はその内容をまとめた概要版です。

策定の基礎

本計画は、令和７年５月に実施した住民意識アンケート調査でいただいた町民の皆様のご意見を踏まえ、

総合計画審議会での審議を経て策定しました。

計画の期間＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

後期基本計画（令和8年度～12年度）前期基本計画（令和３～令和7年度）

基本構想で目指す町の将来像

①一人一人が輝くまち　かねやま

②幸せを実感できるまち　かねやま

③日本のふるさと　かねやま



後期基本計画の基本方針

（２）シビックプライドの醸成　

※シビックプライドとは、自分たちの住むまちをより良いものに、そして誇れるものにしていく思いを指し

ています。

シビックプライドの低下は、コミュニティ維持活動への参加意欲の低下にもつながります。町民がまちづく

りに関わる機会の増加や情報発信等を通じて、定住率やＵターン数の増加を目指します。また、教育を通じ

て地域への誇りと愛着を育むことで、将来にわたり町に関わり続ける人づくりに取り組みます。

第５次金山町総合計画後期基本計画とは

総合計画を策定してから前期の5年が経過したことを踏まえ、これまでの取り組みを見直し、後期の5年

間で取り組んでいくことを示した計画です。

本計画は前期基本計画の成果と課題を踏まえ、社会情勢の変化や住民ニーズの多様化に対応しながら、

将来像の実現に向けた施策を施策を推進するものです。

本町の最重要課題は人口減少への対応であり、後期基本計画では次の視点を中心に施策を展開します。

①人口減少を最小限にとどめる施策の実施

②人口減少社会の中で、計画の達成に向けた効果的な施策の実施

後期基本計画について

■計画推進に当たって特に重視すべき視点■

 各分野に共通する課題に対して、効果的・効率的に対応するため、次の４つの視点を意識し、事業を実施

します。

（１）関係人口の拡大と担い手の確保

人口減少や高齢化により、町外からの担い手の確保が重要になってきます。関係人口の増加を図り、町外

からの人材の確保に向けた取り組みを加速させます。

（３）デジタル実装による暮らしと行政の変革（DXの推進）

行政サービスや地域産業のデジタル化、住民へのデジタル技術の普及を進め、利便性と業務の効率性向上

を図ります。また、自治体DXの推進により、多様化する住民ニーズに応じた柔軟な対応や新たなサービス

の創出等、政策形成の高度化を図ります。

（４）公共施設の最適化と資産マネジメントの推進

公共施設については、統廃合・複合化・用途変更を検討するとともに、遊休施設などの民間活用を推進する

ことで、持続可能な公共サービスの提供を図ります。

【将来にわたり町に関わり続ける人づくり】【除雪ボランティア】



移住・定住・交流促進プロジェクト～新しいひとの流れをつくる〜

みんなで子育て応援プロジェクト
～若い世代の結婚・出産・⼦育ての希望をかなえる〜

産業振興と雇用拡⼤プロジェクト〜安定したしごとを創出する〜

健康づくりと支えあいプロジェクト
～時代に合った地域をつくり、安⼼なくらしを守るとともに、地域と地域を連携する〜

（２）起業・就業の支援・担い⼿の確保
起業・就業支援を充実し雇⽤を拡⼤を図ります。
特定地域づくり事業等の支援を継続し、地域おこ
し協力隊等も活用して担い手確保と事業承継を促
進します。

（１）移住者が安心できる受け⼊れ体制の充実
相談のワンストップ窓口を強化するとともに、
地域と移住希望者のミスマッチを減らし、町全
体で受入れに前向きな意識づくりを進めます。

（１）出会い・結婚・出産・子育てしやすい
　 環境づくり
様々な出会い・交流をサポートし、妊娠・出産
から子育てまで安心して過ごせる支援を継続し
ます。

（１）高齢者の元気づくりの推進
健康寿命の延伸と生きがいづくりを進め、医療・介
護・福祉の連携を強化するとともに、関係機関と地
域の協働を深め、高齢者の自立と元気づくりを支援
します。

重点プロジェクト

�後期基本計画では、前期基本計画に引き続き、次の４つの重点プロジェクトを中心に施策を推進します。
 プロジェクトは、町総合戦略の目標と連携しています。

（１）生産性の向上・省⼒化や付加価値の創出
産業が継続できるよう、設備導入等の支援や先端
技術の活用で省力化と生産性向上を図るととも
に、販路拡大により収益⼒を⾼めます。

（３）観光の基盤産業化
受入体制を整え町内での消費拡大につなげ、観光
の基盤産業化を図ります。的確な観光戦略を推進
するとともに資源の磨き上げと冬期間の観光コン
テンツの検討を行います。

（２）住み続けたいまちづくり
移住支援の充実に加え、町内在住者の定住支援策も
検討します。また、郷土愛・シビックプライドを高
め、住み続けたいと思える環境を整えます。

（３）川口⾼校地域みらい留学プロジェクトを   
　 はじめとしたつながりの構築
高校と地域の連携を深め、卒業後に町内に残
る・戻る動きを後押しするとともに、町外に移
っても関係が続く仕組みづくりを進めます。

（４）移住・定住に関する情報発信の強化
町内での暮らしに関わる情報を一体的に提供しま
す。また、移住者や若者との交流の場で得た声も活
かして移住・定住促進につなげます。

（２）奥会津金⼭学びの１８年の深化
「学びの18年」事業を継続し、経済的支援や地域と
つながる教育を充実します。さらに、少子化対策を
進めるとともに、子育て環境の向上に取り組みま
す。

（２）集落機能の維持を図る取り組みの推進
人口減少で困難になる普請や共同活動を支えるため、除雪等の
支えあい支援を継続します。さらに、集落の垣根を越えた取組
を支援し、若者等の参画も促して共創型の⾃治を進めます。

【
地
域
お
こ
し
協
⼒
隊
︼

【いきいき生活倶楽部】



持続可能な農林水産業の振興と多様な担い手確保

 担い手確保と集落・法人営農支援を強化します。ま

た、農地整備や販路拡大等により担い手が営農を開

始・継続しやすい環境を整備します。

 観光資源の磨き上げと受け入れ環境の整備を行いま

す。季節に応じた周遊・滞在コンテンツを造成し、

情報発信を強化して交流人口を増やし、滞在時間と

消費の拡大を目指します。

観光資源を活用した交流人口の拡大

支えあいの意識を高めるとともに、関係機関と

連携した相談支援体制を強化します。見守りや

除雪支援など、住み慣れた地域で安心して暮ら

せる共助の仕組みを充実します。

共助による地域福祉の推進

多様化する保育ニーズに応じ、保育サービスと子

育て支援を充実します。家庭・地域・関係機関が

連携し、相談支援や見守りを強化して、安心して

子どもを産み育てられる環境づくりを進めます。

妊娠・出産・子育てへの切れ目ない支援

障がい者が地域で自立し、生きがいをもって暮

らせるよう、相談支援体制と福祉サービスを充

実します。就労・生活支援、地域の理解促進を

進め、安心して暮らせる環境整備を図ります。

障がいのある人と共に暮らす地域づくり

健康増進・疾病予防を進め、健康寿命の延伸を図

ります。健診や保健指導を充実させ、地域で継続

できる健康づくり活動を広げていきます。

健康寿命の延伸と生活習慣改善の推進

町内外の医療機関と広域的に連携し、必要な医療

を受けられる体制を確保します。救急・通院支援

や情報連携を強化し、誰もが安心して暮らし続け

られる医療環境づくりを進めます。

安定した医療体制の確保と連携強化

【学校児童を対象に放課後の活動場所を確保す

ることを目的とした、ゆうがたクラブの児童】

【奥会津かねやま福業協同組合】

 事業者の経営力強化と販路拡大、事業承

継・起業支援等を進めます。特定地域づ

くり事業協同組合等を活かして雇用拡大

を図ります。

商工業の活性化と雇用・人材の循環

健康寿命の延伸と介護予防を進め、高齢者の社会

参加・生きがいづくりを支援します。

地域包括ケアの連携を深め、孤立防止と安心して

暮らせる環境づくりを進めます。

高齢者が安心して暮らせる地域づくり

【まちづくりの基本目標１】

地域力を活かした仕事づくり

・農業の担い手が必要

・求人は出ているが人が集まらない

・観光客の宿泊施設が少ない

・駅前で観光客が時間をつぶせる場所を作 ってほしい

町民の皆さんから

こんな意見を

いただきました！

基本施策

・

・

・

・具体的な情報発信をしてほしい

・子供のための室内施設がない

・眼科、整形外科などの病院が遠い

・地域内のおける支え合い、助け合いが必要

【まちづくりの基本目標２】

穏やかでいきいきとした暮らしづくり

町民の皆さんから

こんな意見を

いただきました！



 町の貴重な伝統・文化を守り、記録・保存と活用を進めます。担い手の育成や学びの場づくりを通じて、
子どもや若者が関われる機会を増やし、次世代へ継承します。

伝統文化・歴史資源の継承と活⽤

多様な学習ニーズに応え、誰もが学び続けられる
環境を整えます。世代間交流や地域活動とも結び
付け、生きがいづくりを⽀えます。

生涯にわたる学びと交流機会の充実

 住民のニーズに合ったスポーツ機会を増や
し、日常的に体を動かせる環境を整えます。健
康づくりと連携し、町民の交流促進につながる
取り組みを進めます。

多様なスポーツ活動と健康づくりの推進

 防災計画等を適宜見直し、防災・減災体制を強化
します。情報伝達や避難体制の充実、治⼭治⽔対
策を進め、災害に強い地域づくりと迅速な情報伝
達の充実を図ります。

防災・減災と治山治⽔対策の強化
関係機関と連携し、消防・救急体制の強化と防
犯対策を推進します。地域防犯体制の強化を進
め、犯罪を未然に防ぐ取り組みを進めます。

消防・救急・防犯体制の充実

 計画的な道路整備を進め、冬期間も安全に通行で
きるよう除雪体制や維持管理を強化し、安⼼して
移動できる道路環境を確保します。

道路整備と除雪体制の強化
 デマンド型乗合タクシーや観光タクシーを維持す
るとともに、只見線の利活⽤を図ります。交通安
全意識の⾼揚と安全施設の整備を進めます。

公共交通の確保と交通安全

学習環境の整備と教育内容の充実を図ります。
また、地域と学校の連携を深め、ふるさとを愛
し誇りを持てる学びを推進します。

基礎学力と地域に根差した学校教育の充実

【
歳
の
神
︼

廃棄物の減量化・資源化を進め、環境負荷の少ない
暮らしを推進します。広域町村と連携し、安定的な
ごみ処理体制を維持し、衛生的で快適な⽣活環境を
守ります。

循環型社会形成と快適な生活環境づくり

上下水道の持続可能な整備・管理

住環境整備と移住・定住の促進
 町営住宅や空き家バンクの活用、良好な住環境を
整備を進めます。子育て・就労等の施策とも連動
し、移住希望者の受入体制を整え、定住につなが
る取組を推進します。

 安全・安心な水道水の安定供給に向けて水道施設を計画的に整備します。あわせて老朽化が進む下水道
施設の修繕・改修を進め、災害対応や維持管理も含めて持続可能なインフラを確保します。

上下水道の持続可能な整備・管理

【まちづくりの基本目標３】
自然と共⽣し郷⼟を愛するひとづくり

・町民全体の意識と関心を高める工夫が
    必要
・川口高校生が奥会津に愛着を持てるように、
　地域ともっと関われるといいよね

町民の皆さんから
こんな意見を

いただきました！

【まちづくりの基本目標４】
安心・安全・快適なまちづくり

・住民の意識改善、優先順位の考え方が変わらけれ
　ば、真の対策は難しい分野だよね
・人口減少と高齢化に伴う除雪担い手不足で道路の除
　雪ができないと住むことが困難になる地域が出てく
　るのではないかと⼼配

町民の皆さんから
こんな意見を

いただきました！



【まちづくりの基本目標５】

参画と協働で共につくるまちづくり

・普請など地域活動が維持できなくなりつつある

・人手不足なので県外からボランティアを集めて

　みては

﻿・行政と町民がどこかで一帯になっている感じが　　

　欲しい

計画の推進体制

本計画の推進にあたっては、町、町民、地域団体、事業者など多様な主体との協働を基本とします。

計画の実施状況については、毎年度、進捗を点検し、必要に応じて柔軟に見直しを行うものとします。

 また、総合戦略、人口ビジョン、公共施設等総合管理計画等関連する計画との連携を図り、人口が減少し

ても「持続可能な金山町」の実現に向けて、総合的かつ計画的な取り組みを推進します。

計画の推進方針

 町民の意見を施策に反映する仕組みを整え、町民

と行政の連携・協働によるまちづくりを進めます。

町内外の応援者ともつながり、共にまちづくりに取

り組む体制を強化します。

住民参画と協働の推進

 人口減少・高齢化の中でも集落の活力を保つため、

住民の自主的・自発的な活動を支援します。課題解

決に向け外部人材の活用も進め、集落機能の維持と

暮らしの基盤づくりを図ります。

集落の維持と自発的コミュニティ活動の活性化

限られた財源の中で持続可能な行政運営を行うた

め、DXを用いた効率化や業務改善を進めます。あ

わせて広報・広聴を充実し、町の情報を分かりやす

く発信することに努めます。

健全な行財政運営と情報発信・ＤＸの推進

【民間団体による緩衝帯整備】

【広報かねやま】

町民の皆さんから

こんな意見を

いただきました！



金山町

第５次金山町総合計画

自然の恵みと　笑顔あふれる　かねやま

～思いやり　支えあいのまち～

概要版
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令和8年3月策定
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	基本構想（令和3～12年度）
	前期基本計画（令和３～令和7年度）
	後期基本計画（令和8年度～12年度）
	基本構想で目指す町の将来像
	①一人一人が輝くまち　かねやま ②幸せを実感できるまち　かねやま ③日本のふるさと　かねやま
	まちづくりのキャッチフレーズ


	自然と恵みと　笑顔あふれる　かねやま ～思いやり　支えあいのまち～
	後期基本計画について
	第５次金山町総合計画後期基本計画とは
	総合計画を策定してから前期の5年が経過したことを踏まえ、これまでの取り組みを見直し、後期の5年間で取り組んでいくことを示した計画です。

	後期基本計画の基本方針
	本計画は前期基本計画の成果と課題を踏まえ、社会情勢の変化や住民ニーズの多様化に対応しながら、将来像の実現に向けた施策を施策を推進するものです。 本町の最重要課題は人口減少への対応であり、後期基本計画では次の視点を中心に施策を展開します。
	①人口減少を最小限にとどめる施策の実施 ②人口減少社会の中で、計画の達成に向けた効果的な施策の実施

	■計画推進に当たって特に重視すべき視点■
	（１）関係人口の拡大と担い手の確保 人口減少や高齢化により、町外からの担い手の確保が重要になってきます。関係人口の増加を図り、町外からの人材の確保に向けた取り組みを加速させます。

	（２）シビックプライドの醸成　 ※シビックプライドとは、自分たちの住むまちをより良いものに、そして誇れるものにしていく思いを指しています。 シビックプライドの低下は、コミュニティ維持活動への参加意欲の低下にもつながります。町民がまちづくりに関わる機会の増加や情報発信等を通じて、定住率やＵターン数の増加を目指します。また、教育を通じて地域への誇りと愛着を育むことで、将来にわたり町に関わり続ける人づくりに取り組みます。
	（３）デジタル実装による暮らしと行政の変革（DXの推進） 行政サービスや地域産業のデジタル化、住民へのデジタル技術の普及を進め、利便性と業務の効率性向上を図ります。また、自治体DXの推進により、多様化する住民ニーズに応じた柔軟な対応や新たなサービスの創出等、政策形成の高度化を図ります。
	（４）公共施設の最適化と資産マネジメントの推進 公共施設については、統廃合・複合化・用途変更を検討するとともに、遊休施設などの民間活用を推進することで、持続可能な公共サービスの提供を図ります。
	【除雪ボランティア】
	【将来にわたり町に関わり続ける人づくり】

	【いきいき生活倶楽部】

	基本施策
	【まちづくりの基本目標１】 地域力を活かした仕事づくり
	・農業の担い手が必要 ・求人は出ているが人が集まらない ・観光客の宿泊施設が少ない ・駅前で観光客が時間をつぶせる場所を作 ってほしい

	持続可能な農林水産業の振興と多様な担い手確保
	担い手確保と集落・法人営農支援を強化します。また、農地整備や販路拡大等により担い手が営農を開始・継続しやすい環境を整備します。

	商工業の活性化と雇用・人材の循環
	事業者の経営力強化と販路拡大、事業承継・起業支援等を進めます。特定地域づくり事業協同組合等を活かして雇用拡大を図ります。

	観光資源を活用した交流人口の拡大
	観光資源の磨き上げと受け入れ環境の整備を行います。季節に応じた周遊・滞在コンテンツを造成し、情報発信を強化して交流人口を増やし、滞在時間と消費の拡大を目指します。
	【奥会津かねやま福業協同組合】

	【まちづくりの基本目標２】 穏やかでいきいきとした暮らしづくり
	・具体的な情報発信をしてほしい ・子供のための室内施設がない ・眼科、整形外科などの病院が遠い ・地域内のおける支え合い、助け合いが必要

	共助による地域福祉の推進
	支えあいの意識を高めるとともに、関係機関と連携した相談支援体制を強化します。見守りや除雪支援など、住み慣れた地域で安心して暮らせる共助の仕組みを充実します。

	高齢者が安心して暮らせる地域づくり
	健康寿命の延伸と介護予防を進め、高齢者の社会参加・生きがいづくりを支援します。 地域包括ケアの連携を深め、孤立防止と安心して暮らせる環境づくりを進めます。

	妊娠・出産・子育てへの切れ目ない支援
	多様化する保育ニーズに応じ、保育サービスと子育て支援を充実します。家庭・地域・関係機関が連携し、相談支援や見守りを強化して、安心して子どもを産み育てられる環境づくりを進めます。

	健康寿命の延伸と生活習慣改善の推進
	健康増進・疾病予防を進め、健康寿命の延伸を図ります。健診や保健指導を充実させ、地域で継続できる健康づくり活動を広げていきます。
	【学校児童を対象に放課後の活動場所を確保することを目的とした、ゆうがたクラブの児童】


	障がいのある人と共に暮らす地域づくり
	障がい者が地域で自立し、生きがいをもって暮らせるよう、相談支援体制と福祉サービスを充実します。就労・生活支援、地域の理解促進を進め、安心して暮らせる環境整備を図ります。

	安定した医療体制の確保と連携強化
	町内外の医療機関と広域的に連携し、必要な医療を受けられる体制を確保します。救急・通院支援や情報連携を強化し、誰もが安心して暮らし続けられる医療環境づくりを進めます。


	【まちづくりの基本目標３】 自然と共生し郷土を愛するひとづくり
	・町民全体の意識と関心を高める工夫が     必要 ・川口高校生が奥会津に愛着を持てるように、 　地域ともっと関われるといいよね

	基礎学力と地域に根差した学校教育の充実
	学習環境の整備と教育内容の充実を図ります。また、地域と学校の連携を深め、ふるさとを愛し誇りを持てる学びを推進します。

	生涯にわたる学びと交流機会の充実
	多様な学習ニーズに応え、誰もが学び続けられる環境を整えます。世代間交流や地域活動とも結び付け、生きがいづくりを支えます。

	多様なスポーツ活動と健康づくりの推進
	住民のニーズに合ったスポーツ機会を増やし、日常的に体を動かせる環境を整えます。健康づくりと連携し、町民の交流促進につながる取り組みを進めます。

	【歳の神】
	伝統文化・歴史資源の継承と活用
	町の貴重な伝統・文化を守り、記録・保存と活用を進めます。担い手の育成や学びの場づくりを通じて、子どもや若者が関われる機会を増やし、次世代へ継承します。

	【まちづくりの基本目標４】 安心・安全・快適なまちづくり
	・住民の意識改善、優先順位の考え方が変わらけれ 　ば、真の対策は難しい分野だよね ・人口減少と高齢化に伴う除雪担い手不足で道路の除 　雪ができないと住むことが困難になる地域が出てく 　るのではないかと心配

	防災・減災と治山治水対策の強化
	防災計画等を適宜見直し、防災・減災体制を強化します。情報伝達や避難体制の充実、治山治水対策を進め、災害に強い地域づくりと迅速な情報伝達の充実を図ります。

	消防・救急・防犯体制の充実
	関係機関と連携し、消防・救急体制の強化と防犯対策を推進します。地域防犯体制の強化を進め、犯罪を未然に防ぐ取り組みを進めます。

	道路整備と除雪体制の強化
	計画的な道路整備を進め、冬期間も安全に通行できるよう除雪体制や維持管理を強化し、安心して移動できる道路環境を確保します。

	公共交通の確保と交通安全
	デマンド型乗合タクシーや観光タクシーを維持するとともに、只見線の利活用を図ります。交通安全意識の高揚と安全施設の整備を進めます。

	住環境整備と移住・定住の促進
	町営住宅や空き家バンクの活用、良好な住環境を整備を進めます。子育て・就労等の施策とも連動し、移住希望者の受入体制を整え、定住につながる取組を推進します。

	上下水道の持続可能な整備・管理
	循環型社会形成と快適な生活環境づくり
	廃棄物の減量化・資源化を進め、環境負荷の少ない暮らしを推進します。広域町村と連携し、安定的なごみ処理体制を維持し、衛生的で快適な生活環境を守ります。

	上下水道の持続可能な整備・管理
	安全・安心な水道水の安定供給に向けて水道施設を計画的に整備します。あわせて老朽化が進む下水道施設の修繕・改修を進め、災害対応や維持管理も含めて持続可能なインフラを確保します。
	【まちづくりの基本目標５】 参画と協働で共につくるまちづくり
	住民参画と協働の推進
	集落の維持と自発的コミュニティ活動の活性化
	健全な行財政運営と情報発信・ＤＸの推進
	限られた財源の中で持続可能な行政運営を行うため、DXを用いた効率化や業務改善を進めます。あわせて広報・広聴を充実し、町の情報を分かりやすく発信することに努めます。
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